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Results of the doctoral thesis defense 

博士論文審査結果 
 

氏 名
N a m e  i n  F u l l

 白福英  
 

論文題目
T i t l e

 中国・内モンゴルにおける漢民族の牧畜活動に関する研究  
―モンゴル民族との関係の視点から  

 
 本論文は、中国内モンゴル自治区オラド後旗に移住した漢民族を対象に、彼らの牧畜活

動の実態を民族誌的に描写したうえで、牧畜に従事することで生じたモンゴル民族との民

族間関係を明らかにしたものである。  
 中国内モンゴル自治区における牧畜に関しては、これまでモンゴル民族を対象にその牧

畜技術を明らかにした研究や牧畜から農耕への生業転換を漢化として捉えた研究が多く蓄

積されてきた。これに対して、牧畜を新たに始めた漢民族を取りあげ、その生業実態を詳

細に描きだした研究はなく、かつ漢民族が牧畜に転じたことで生じた民族間関係を検討し

たものもなかった。そこで申請者の白は、中華人民共和国成立後の自然災害と大躍進政策

による飢餓をきっかけに甘粛省から移住してきた漢民族に注目し、長期間のフィールドワ

ークを通して彼らの牧畜技術の実態と民族間関係を明らかにした。  
本論文は全 6 章からなる。第１章では中国における先行の牧畜研究を整理し、漢民族に

よる牧畜活動や民族間関係の実態解明が遅れていることを論証したうえで、漢民族の牧畜

研究を通して内モンゴル牧畜社会の多様性を捉えることの重要性が説かれる。第 2 章では

オラド後旗の自然環境および国家政策の変遷をまとめ、当該地域に漢民族が流入し、モン

ゴル民族と混在するようになった要因を明らかにした。第 3 章では漢民族の牧畜活動につ

いて五畜（ヒツジ、ヤギ、ウシ、ウマ、ラクダ）の管理技術を中心に記録したうえで、モ

ンゴル民族の技術との比較を通して農耕道具の利用やタブーの軽視といった漢民族による

牧畜技術の特徴を導きだした。  
第 4 章では両民族の牧畜民を対象とした生活史や牧畜民意識の聞き取り調査を踏まえ、

漢民族の牧畜民がモンゴル民族から「牧畜民」ではなく「牧畜に従事する漢民族」という

独自のカテゴリーで捉えられている事実を明らかにし、漢民族の牧畜における文化的要素

の欠如が新たなカテゴリー形成の要因であると指摘した。第 5 章では、両民族の関係を通

婚や擬制的親族関係などから分析し、家畜管理の相互扶助で生じた地縁関係が両民族間の

通婚を促していること、養子をめぐり両民族に助け合いの関係があることが示された。第

6 章では、各章の成果を踏まえ、漢民族の牧畜活動を５つの特徴から明らかにするととも

に、両民族間の関係がたんに対立か融合かという二元論で捉えきれないと結論づけた。 

このような本論文には以下のように優れた点が大きく 3 つある。 

中国・内モンゴル地域を対象にした牧畜研究では、牧畜地域へ移住した漢民族の牧畜活

動に関わる民族誌の蓄積はなかった。こうしたなか、本論文は新たに開始された漢民族の

牧畜に着目し、ラクダ飼育を中心とした生業の技術から牧畜民意識までを民族誌的に広い

視野をもって明らかにした点に新規性がある。なかでも、牧地の分配状況を示した地図な



ど先行研究では言及されていない詳細な土地利用情報を分析に使用した点が特筆に値する。 

また、本論文は参与観察や聞き取り、文献調査を通して 1950 年代以降の自然災害や大躍

進政策、集団化に伴う移民の発生や牧畜の展開をまず復元し、そのうえで家畜に対する儀

礼やタブー、民俗分類があまりみられないという漢民族の牧畜活動の特徴をモンゴル民族

の技術との対比から初めて明らかにした点も高く評価できる。 

さらに、本論文では両民族間の通婚や擬制的親族関係、年中行事を調査し、オラド後旗

の両民族はお互いの文化的差異を維持しつつも対立と相互扶助という相反する要素を含ん

だ形で共存している実態を明らかにした。この成果は、少数民族の漢化に研究の力点を置

きがちな中華民族多元一体論の議論に新たな事例と視座を提供するものである。 

一方、本論文には問題点もある。第一に漢民族および漢民族文化について一元的に捉え

がちであり、内部に存在する多様性や多層性の分析に課題が残る点、第二にモンゴル民族

と漢民族の牧畜技術に違いが生じる理由について十分に考察されていない点である。 

ただ、こうした点はいずれも今後研究をさらに掘り下げていくための課題であり、本論

文の意義を損なうものではない。以上、本論文はこれまで十分な調査と解釈が進んでこな

かった漢民族の牧畜を取りあげ、技術の詳細と両民族の関係を明らかにしたものであり、

他民族との共存のありようや異なる民族が混住する社会のあり方を論じた地域研究の成果

として、博士の学位を授与するに値すると審査委員全員一致で判断した。 

 

 

 


